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施
政
運
営
方
針
要
旨
・
総
括
質
疑

問　物価高対策を打ち出すべきで、そこを考えるな　物価高対策を打ち出すべきで、そこを考えるな

ら、予算修正してほしいくらいだ。ら、予算修正してほしいくらいだ。

答　財源的には非常に厳しい状況でも、財政調整基　財源的には非常に厳しい状況でも、財政調整基
金を取り崩し、支援策は継続するということで予算金を取り崩し、支援策は継続するということで予算
編成した。追加が必要であれば補正も考える。編成した。追加が必要であれば補正も考える。
問　人口減なのに予算は増加傾向だ。今後もこの傾　人口減なのに予算は増加傾向だ。今後もこの傾

向は続くのか？向は続くのか？

答　大宝地区公民館の改修をするので、普通建設事　大宝地区公民館の改修をするので、普通建設事
業費は上がっている。ただ、全体的に経常的な経費業費は上がっている。ただ、全体的に経常的な経費
が高いのが気になる。地方債の発行は抑えているのが高いのが気になる。地方債の発行は抑えているの
で実質公債費比率は５％、６％台で推移すると思う。で実質公債費比率は５％、６％台で推移すると思う。
予算執行については、慎重に対応し、借金を先送り予算執行については、慎重に対応し、借金を先送り
するのは少なくしていく。するのは少なくしていく。

令和五年度令和五年度

「来てよし・住んでよし」「来てよし・住んでよし」
「あ・な・ば」の河南町「あ・な・ば」の河南町

限られた財源で持続したまちづくり！限られた財源で持続したまちづくり！

当
初
予
算

当
初
予
算
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

0.4610.461 0.4540.454 0.4360.436

0.6130.613 0.6050.605 0.5760.576

府内町村平均府内町村平均

0.4350.435

（％）

町財政を見るポイント

標準的な税制のもとでの歳入が標準的な歳出を賄え

る比率を過去３年間平均したもの。この指数が高い

ほど、財政力が強いことを示しています。

◆財政力指数 （3 か年平均）
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92.192.1 91.391.3 86.086.0

95.495.4 95.095.0
88.588.5

町財政を見るポイント

人件費など毎年かかる固定費の割合。

数値が低いほど政策的に使えるお金が多いことにな

ります。

◆経常収支比率

令和元年度 令和２年度 令和３年度

※令和４年度は決算後算出

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

町財政を見るポイント

標準的な行政活動を行うために必要な経常的一般財

源の総量です。

◆標準財政規模

3,9433,943 4,1144,114 4,3954,395

4,5444,544 4,6714,671
4,9114,911

4,3024,302

（百万円）
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5.75.7 5.95.9 6.06.0

7.27.2
6.66.6

6.26.2

◆実質公債費比率

令和元年度 令和２年度 令和３年度

町財政を見るポイント

一般会計などが負担する借金返済費用の標準財政規

模を基本とした額に対する割合。数値が高いほど、

ほかの事業に充てる財源を圧迫することになります。

府内町村平均府内町村平均

府内町村平均府内町村平均 府内町村平均府内町村平均

一般会計一般会計6565億億22,,432432万円万円
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を
目
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し
て
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規
・

 

拡
張
事
業
を

PickUp

3 河南町議会だより　2023. 6. 1　No.159

予
算
委
員
会
・
予
算
審
議

●
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

�

６
１
２
３
万
円

町
内
産
の
食
材
を
利
用
し
た
給
食
の

提
供
に
よ
り
食
育
を
進
め
る

問　

無
償
化
の
財
源
は
国
に
要
望
し

て
ほ
し
い
。

答　

町
村
長
会
や
大
阪
府
な
ど
を
通

じ
て
要
望
し
て
い
る
。

問　

食
材
が
高
騰
し
て
い
る
中
で
、

増
額
し
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

答　

食
材
の
工
夫
な
ど
に
よ
り
、
予

算
の
範
囲
内
で
対
応
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

●
母
子
保
健
事
業　

１
６
３
０
万
円

妊
婦
・
乳
幼
児
健
康
診
査
、
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
、
産
後
ケ
ア
、
不
育

治
療
助
成
、
産
後
健
康
診
査
な
ど

問　

不
育
症
治
療
費
助
成
金
の
内
容

は
。

答　

保
険
適
用
外
の
治
療
に
対
し
て

一
部
助
成
す
る
。
上
限
案
は
30
万
円

と
し
た
い
。
不
育
症
は
２
回
以
上
の

死
産
、
流
産
を
繰
り
返
さ
れ
る
症
状
。

医
師
か
ら
の
証
明
書
の
提
示
で
助
成

す
る
。

●
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

�

８
７
１
万
円

妊
娠
時
・
出
産
後
に
各
５
万
円
を
給

付問　

こ
の
お
金
で
出
生
率
が
上
が
る

●
大
阪
南
消
防
広
域
化
事
業

�

８
２
０
５
万
円

消
防
広
域
化
負
担
金
（
指
令
セ
ン
タ

ー
改
修
費
、
は
し
ご
車
購
入
費
に
係

る
負
担
金
）

●
分
団
消
防
車
庫
建
設
事
業

�

１
４
４
万
円

河
内
分
団
詰
所
敷
地
に
、
軽
四
資
機

材
車
用
の
車
庫
を
建
設

●通園バス運行事業� １,４３４万円

中村こども園通園バス運行

園児の置き去り防止のための安全装置の

設置

か
と
言
っ
た
ら
そ
れ
は
な
い
と
思
う
。

町
と
し
て
足
り
て
い
な
い
の
は
何
か
、

分
析
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

答　

状
況
調
査
は
必
要
だ
。
計
画
す

る
と
き
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

行
い
、
ど
う
い
う
形
の
施
策
が
必
要

な
の
か
は
や
っ
て
い
る
が
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
な
ど
も
あ
る
の
で
、
検
討
し

た
い
。

●
育
児
・
子
育
て
応
援
事
業

�

３
５
０
万
円

０
歳
児
（
出
生
時
）
に
町
独
自
に
５
万

円
を
給
付

問　通園バスに安全装置を設

置される。置き去り事件を受

け、今は、どのように指導援

助しているのか。

答　乗降の際、保育士の名簿
で確認。到着後、運転手が確
認。クラスでも人数を把握。
欠席者で連絡がない場合、保
護者に連絡する体制は日々行
っている。改めて、書面など
で確認というのも周知されて
いる。

（
１
）安
全
・
安
心
に

（
１
）安
全
・
安
心
に��

��

住
め
る
ま
ち

住
め
る
ま
ち

（２）子育てと教育のまち（２）子育てと教育のまち

会　計　名 予 算 額 増 減 率

特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

土地取得

収入

支出

18 億 6,993 万円

3 億 1,617 万円

17 億 1,400 万円

25 万円

4 億 2,655 万円

2 億     57 万円

3 億 1,998 万円

65 億 2,432 万円 ５．４％一　般　会　計

収入

支出

予　算　総　額 111 億 6,620 万円

▲１．６％

▲４．８％

２．３％

▲１５．３％

０．１％

▲０．１％

６．５％

３．９％

３．１％

4 億 2,156 万円
収益的

資本的

▲

可
決
さ
れ
た
各
会
計
の
当
初
予
算
。
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当
初
予
算
委
員
会
・
予
算
審
議

もっと住みよい 　を
目
指
し
て新

規
・
拡
張
事
業
をPick　pU

町
●�

中
学
生
異
文
化
体
験
型
研
修
事

業�

２
２
２
万
円

英
語
村
（
国
内
）
で
の
体
験
型
研
修

（
中
学
校
２
・
３
年
生
が
対
象
）

問　

海
外
で
研
修
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。

答　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

が
依
然
不
透
明
な
の
で
、
海
外
派

遣
は
中
止
し
、
国
内
で
体
験
型
研

修
を
実
施
す
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業　

50
万
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定

●
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
事
業

�

１
３
０
０
万
円

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
シ
ャ
ワ
ー
設

備
の
改
修
な
ど

問　

利
用
人
数
は
。

答　

令
和
５
年
１
月
末
現
在
、
延

べ
２
万
５
５
２
０
人
で
、
利
用
率

は
伸
び
て
い
る
。

問　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
を
行

う
が
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催
予
定
は
。

答　

改
修
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
検
討

し
た
い
。

●
大
宝
地
区
公
民
館
改
修
事
業

�

９
０
７
０
万
円

大
宝
地
区
公
民
館
の
改
修

問　

大
宝
地
区
公
民
館
の
改
修
内

容
は
。

答　

外
壁
の
塗
装
の
塗
り
替
え
。

２
階
ベ
ラ
ン
ダ
、
屋
上
ベ
ラ
ン
ダ

な
ど
の
防
水
工
事
。
入
口
の
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
ゲ
ー
ト
の
更
新
。
駐

車
場
の
区
画
線
の
修
正
。
内
部
は
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
。
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
。
空
調
設
備
・
消
防
設
備
・

集
会
所
の
放
送
設
備
ほ
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
設
備
の
更
新
な
ど
。

問　

工
事
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

６
月
ご
ろ
か
ら
２
月
末
ま
で

を
見
込
ん
で
い
る
。

（
３
）み
ん
な
が
生
涯
活
躍
で
き
る
ま
ち

（
３
）み
ん
な
が
生
涯
活
躍
で
き
る
ま
ち

●町ＰＲイベントなど実施事業

� １００万円

道の駅かなん拡張用地を活用した

イベントなどの実施

●地域公共交通計画策定事業

� ６７４万円

地域公共交通計画の策定

問　事業の内容の説明を。

答　法改正に基づき、新たな計画
を策定する。町内で走っているカ
ナちゃんバスや金剛バスも含めて、
問題点・課題を抽出し研究してい
きたい。

●�バスロケーションシステム導入

事業� １０７万円

カナちゃんバス・やまなみタクシ

ーの運行状況の見える化など

問　バスロケーションシステムの

導入の意図は。

答　やまなみタクシーでは、タク
シーがすでに通過したかどうかな
どの問い合わせや、カナちゃんバ
スについても雨の日の遅延や路面
凍結などで急な運休の場合、乗客

は、知る手段がない。ホームペー
ジで知らせるにもタイムラグが生
じるので、そこを解消したい。

●公共施設再編整備事業

� ５００万円

町中心部の公共施設再編整備のた

めの基本設計など

問　役場周辺の公共施設再編計画

を進める考え方は。

答　現在、役場周辺のエリアにつ
いて、大阪芸術大学と共同で、研
究している。北部と南部のバスの
連結点というところや、賑わいの
創出という点も考え合わせた研究
結果をもとに計画を立て、基本計
画を考える。

●かなんベンチャーサポート事業

� ５０万円

町内で新たに創業する者に対し経

費の一部を補助（５件分）

●道の駅かなん整備事業

� ７５万円

拡張エリアの暫定整備のための実

施設計

●�なかむら公園トイレ棟水洗化改

修事業� ２５０万円

トイレ棟の公共下水道への接続

問　なかむら公園のトイレ改修計

画は。

答　和式の浄化槽型のトイレを水
洗化にする。丈夫なＲＣ造りの建
物を生かし、下水道に接続、リフ
ォームする。
問　公園のトイレは性犯罪が起こ

りやすい。工夫してほしいが。

答　３方向に監視カメラを設置し
ており、犯罪の抑止になるよう看
板などを新たに設置する。

（４）快適で（４）快適で

� 賑わいのあるまち� 賑わいのあるまち
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一
般
質
問
（
個
人
）

予
算
審
議
な
ど

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
推
進
事
業

�

１
６
５
万
円

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ

ス
テ
ム
の
運
用
と
拡
充

●
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
事

　

業�

１
５
８
６
万
円

基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行

（
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
年
次
的
に

実
施
）

●
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
推
進
事
業

（
行
政
手
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
）�

�

９
７
５
８
万
円

デ
ジ
タ
ル
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
導
入
後

●
電
気
自
動
車
導
入
事
業

�

３
４
０
万
円

公
用
車　

軽
四
電
気
自
動
車
の
導
入

●
拡
充
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
事

　

業　
　
　
　
　
　
　

１
７
６
万
円

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定

●
電
気
自
動
車
等
充
電
設
備
費
補
助

　

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

40
万
円

電
気
自
動
車
な
ど
の
充
電
設
備
の
設

置
に
対
す
る
補
助
（
10
基
分
）

問　

電
気
自
動
車
等
充
電
設
備
設
置

費
補
助
金
の
内
容
は
。

に
よ
る
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
ス
マ
ー
ト
窓
口
の
実
現

問　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
か
。

答　

ス
マ
ー
ト
窓
口
を
作
り
、
一
つ

の
窓
口
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
後
、
こ
れ
を
生
か
し
て
い

く
よ
う
な
形
で
進
め
、
業
務
の
効
率

化
を
図
る
。

●
図
書
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

�

１
４
２
５
万
円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

図
書
シ
ス
テ
ム
の
整
備

答　

電
気
自
動
車
な
ど
の
導
入
促
進

の
た
め
、
充
電
設
備
設
置
の
奨
励
金

と
し
て
支
払
う
。
対
象
は
、
本
町
の

住
民
や
事
業
者
。
補
助
額
は
、
本
体

価
格
と
工
事
費
用
の
合
計
額
の
４
分

の
１
で
、
上
限
は
４
万
円
。

（
５
）自
然
と
歴
史
に

（
５
）自
然
と
歴
史
に

囲
ま
れ
た
ま
ち

囲
ま
れ
た
ま
ち

（
６
）一
歩
先
を
行
く
ま
ち

（
６
）一
歩
先
を
行
く
ま
ち

With コロナでも、子どもや
　地域の人たちが集う居場所
　 町立図書館・中央公民館

◯令和４年度の利用状況
　　　　　　　　（　）内は、前年度比。

中央公民館利用者数　  9,439 人

町立図書館利用者数　19,584 人

　　　　　　　　　 （＋4,893 人）

町立図書館貸出冊数　83,153 冊

　　　　　　　　  （＋13,334 冊）

◯河南町個人情報保護に関する法律施行条例
問　開示決定の期限が、国は30日だが町は15日

である。理由は。

答　開示を求める方の利便性を考慮して15日と
した。近隣市町村でも15日にしているほうが多
い。
問　手数料を無料にした理由は。

答　府内では、無料ではない自治体が本町を含
め、２団体しかなかったため。
問　個人情報保護の対策は。

答　漏れた場合には、罰則の規定がある。

◯情報公開条例一部を改正する条例
問　町の従来の条例と比べると、請求に対する

決定の期間が１日長くなっており、実質の改悪

である。理由は。

答　国の数え方と合わせた。
問　情報開示時に１枚当たり10円のコピー代が

請求される。デジタルでの開示も検討しては。

答　デジタル社会に対応できるよう考える。
問　従来の条例では、情報公開できる対象者は

町内の人に限っていた。今回は具体的にどうい

う人が対象に加わったのか。

答　町外の利害関係者も対象となった。

◯特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例
問　体育系のクラブ活動時の指導のあり方に影

響は。

答　以前から、指導に熱が入って暴力や暴言に
発展する問題は、どんな状況下でも許されるも
のではないという認識である。子どもたちに寄
り添った学校運営を目指していく。

◯河南町国民健康保険条例の一部を改正する条例
問　町内の平均出産費用が49万1,491円であり、

改正後の48万8,000円でもわずかに足りない。

無償化はできないか。

答　さまざまな形で出産する人を支援したい。
問　通常出産以外の措置が必要な場合は、金額

的な保証が不十分では。

答　通常出産は保険適用外だが、帝王切開など
は保険が適用される。結果的に帝王切開などの
方が総額が安くなる傾向があり、金額的には十
分である。
問　企業の健康保険だと育児休業給付金がある。

町の国民健康保険も改善しては。

答　町の独自事業として考えていない。

条例改正での審議

※３月定例会議で審議された、条例改正での
質疑を抜粋して掲載しました。
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一
般
質
問
（
個
人
）

審
議
結
果
な
ど

３月定例会議

審 　 議 　 結 　 果審 　 議 　 結 　 果審 　 議 　 結 　 果

河
合
　
英
紀

大
門
　
晶
子

佐
々
木
希
絵

　
谷
　
　
武

福
田
　
太
郎

力
武
　
　
清

中
川
　
　
博

浅
岡
　
正
広

　　　　　　　　各議員の表決
（○…賛成、●…反対、△…除斤、／…審議不参加、欠…欠席、－…議長）

審
議
結
果件　　　　　　名

原案可決令和５年度河南町国民健康保険特別会計予算

令和５年度河南町後期高齢者医療特別会計予算

髙
田
　
伸
也

松
本
　
四
郎

全会一致の可決・同意議案

件　　　　　　名

河南町情報公開条例の一部を改正する条例の制定について

河南町子ども医療費の助成に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について

河南町特定教育 ・ 保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

河南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

河南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

河南町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

河南町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 令和５年度河南町一般会計予算

令和５年度河南町下水道事業会計予算

教育委員会委員の任命について 河南町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

令和４年度河南町一般会計補正予算 （第８号）河南町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

令和５年度河南町土地取得特別会計予算

令和４年度河南町国民健康保険特別会計補正予算 （第３号） 令和５年度河南町一般会計補正予算 （第１号）

原案可決

原案可決 ○ ○ ○ ○○－ ○● ○ ○令和５年度河南町介護保険特別会計予算

○ ○ ○ ○○－ ○● ○ ○

○ ○ ○ ○○－ ○● ○ ○

教育委員会委員の任命に同意
　藤原 充委員の任期満了に伴い、 ３月７日、 引き続き藤原さんを
任命することに同意しました。

藤　原　　充
任期 ： 令和５年４月１日から令和９年３月３１日まで （４年間）

さん

お詫びと訂正
　かなん議会だより１５８号 （３月号） の６ページ
「選挙管理委員および補充員の選挙結果」 の掲
載した記事において、 誤りがありましたのでお詫
びし訂正いたします。
　　　◆選挙管理委員　（正） 笠矢和之さん
　　　　　　　　　　　　　　 （誤） 笠谷和之さん

（大宝）

わらふじ みつる

補正予算の審議

問　退職手当2,048万円が計上さ

れているが、その退職者数と退職

理由は。

答　４人分で、20代１人、30代２
人、50代１人。退職理由は、自身
のイメージと職場環境の違いなど、
さまざまである。
問　金剛バスのＩＣ化で予算化さ

◯令和４年度一般会計補正予算　
　（第８号）　１億9,583万円の追加
◯令和４年度国民健康保険特別会
　計補正予算（第３号）
� 149万円の追加
◯令和５年度一般会計補正予算　
　（第１号）� 5,121万円の追加

れていた1,000万円は白紙になり、

減額されるとのことだが、バスの

減便対応策などに活用できないか。

答　対応策は、１市２町１村で協
議すべきと考えているが、他に使
うことは考えていない。
問　農業次世代人材投資が増加し

ている。これまでに支援を受けて

町で農業に従事している人は、何

人いるのか。

答　190万円の増加分は、２人分
である。現在、補助している人数
を含め累計12人である。
問　積み立てられている森林環境

贈与税の使い道は。

答　具体的には使途は決まってい
ないが、森林の環境整備や林業の
振興、風倒木処理、地元木材の普
及啓発などに活用している。

問　交付税は、約24億円（約2.7億

円増）となっているが、町独自の

施策に対して増加されたものなの

か。

答　普通交付税の確定額22億円、
特別交付税が２億円予算を組んで
いるので24億円になっている。町
独自の施策ではないが、マイナン
バーカードの普及に注力したこと
で、交付税の算定には優位に働く
のではないかと考えている。
問　コロナのワクチン接種に予算

を割いているが、その副反応への

安全性に対する見解は。

答　一定の副反応が現れる場合も
あるが、町では、現在のところ重
症的なものの発生はない。その安
全性については、特に問題がない
と判断している。

※一部抜粋。
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一
般
質
問
（
個
人
）

一
般
質
問
（
個
人
）

問 地方創生に企業版
ふるさと納税制度の活用は
答 町の地域再生計画を
公表し企業の支援を募る

松
本 

四
郎 

議
員

問　

直
近
３
年
間
の
ふ
る
さ

と
納
税
受
入
件
数
と
収
入
額

は
。

答　

令
和
２
年
度
は
８
０
３

件
、
１
７
４
７
万
円
、
令
和

３
年
度
は
８
５
３
件
、
２
０

４
４
万
円
、令
和
４
年
度（
２

月
末
現
在
）は
１
０
４
０
件
、

２
５
０
３
万
円
で
あ
る
。

問　

総
務
省
発
表
の
２
０
２

１
年
度
大
阪
府
の
ふ
る
さ
と

納
税
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
本
町

は
２
０
４
４
万
円
で
下
か
ら

９
番
目
の
36
位
で
あ
り
、
今

後
ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る

収
入
拡
大
に
向
け
た
施
策
・

取
り
組
み
は
。

答　

前
年
寄
付
者
へ
の
案
内

送
付
な
ど
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保

の
取
り
組
み
や
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
拡
充
、
新
聞
へ
の
広

告
掲
載
、
町
内
外
で
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活

動
を
進
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
獲
得
に
努
め
る
。

問　

地
方
創
生
を
推
進
す
る

自
治
体
に
対
し
、
企
業
が
そ

の
財
源
を
寄
付
の
形
で
応
援

す
る
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」
が
あ
る
が
、
そ
の

活
用
と
取
り
組
み
は
。

答　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
、
地
域
再
生
計

画
を
町
が
作
成
し
、
総
務
省

の
計
画
認
定
を
受
け
る
必
要

あ
る
が
、
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
案
内

を
開
始
す
る
。
ま
た
企
業
版

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
も
活

用
し
、
広
く
発
信
し
て
い
き

た
い
。

問　

本
町
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
取
得
者
数
と
普

及
率
は
。

答　

令
和
５
年
２
月
末
時
点

の
申
請
者
数
は
、
１
３
１
５

０
人
、
86
・
８
％
。
交
付
率

は
１
０
８
８
２
人
、
71
・
８

％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
者
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
な
ど
を
入
手
で
き
る

が
、
利
用
状
況
は
11
％
程
度

と
低
い
。
今
後
、
コ
ン
ビ
ニ

▲�マイナンバーカードを利用して、住民票の写し
などはコンビニで。

利
用
者
増
加
策
と
し
て
、
コ

ン
ビ
ニ
で
の
交
付
手
数
料
を

役
場
の
半
額
程
度
に
す
る
こ

と
で
コ
ン
ビ
ニ
利
用
者
が
増

え
、
そ
の
分
役
場
職
員
の
事

務
量
減
少
に
繋
が
り
、
住
民

と
行
政
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
思
う
が
。

答　

今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
交
付
率
の
上
昇
と
土

日
や
早
朝
６
時
半
か
ら
夜
11

時
ま
で
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
周
知
す
る
こ
と
で
、

住
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る

の
で
利
用
者
が
増
加
す
る
と

考
え
て
い
る
。
手
数
料
に
つ

い
て
も
導
入
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
、
先
行
事
例
を
参

考
に
研
究
し
て
い
く
。

問　

令
和
５
年
度
に
１
億
円

近
い
歳
出
予
算
を
見
込
ん
で

い
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

推
進
事
業
」
は
、
行
政
と
住

民
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
。

答　

行
政
は
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
事
で
職
員
の
事
務
フ

ロ
ー
の
改
善
と
正
確
性
・
時

間
短
縮
を
目
指
す
。
住
民
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
に
よ
り
、
自
宅
で
オ
ン
ラ

イ
ン
手
続
き
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
役
場
で
の
手
続
き
も
簡

素
化
・
簡
略
化
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

一
般
質
問
は
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

議
員
が
町
執
行
機
関
に
質
問
し
、
見
解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

財
源
確
保
の
貴
重
な
収

入
源
で
あ
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
DX
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
推
進
に
つ
い
て

町外の企業

河南町

国

企業が所在する
 地方公共団体

法人住民税

法人事業税

法 人 税

寄付に対する
　税額控除

地方創生事業支援として
企業版ふるさと納税に
　　　　　　　係る寄付

▲�「企業版ふるさと納税」を�
活用して、河南町の活性を。
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一
般
質
問
（
個
人
）

一
般
質
問
（
個
人
）

人
口
減
少
対
策
で
Ｉ
タ
ー
ン
の
助
成
を

三
世
代
同
居
・
近
居
支
援

�

事
業
を
継
続
す
る

問
答

河合 英紀 議員

▶
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

▲�かなんぴあなどの公共施設に、フリーWi-Fiの設置はできない
のか？

問　

自
治
会
・
隣
組
と
は
ど

の
よ
う
な
組
織
な
の
か
。

答　

区
域
の
住
民
相
互
の
連

絡
、
環
境
整
備
、
集
会
施
設

の
維
持
管
理
な
ど
、
良
好
な

地
域
社
会
の
維
持
お
よ
び
形

成
に
資
す
る
地
域
的
な
共
同

活
動
の
組
織
で
あ
る
。

問　

地
域
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
る
こ
と
へ
の
問

題
意
識
は
。

答　

全
国
的
に
も
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
人
口
流
動

と
い
っ
た
社
会
変
化
に
伴
っ

て
地
縁
的
な
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
衰
退
し
て
い
る
傾
向
が

あ
る
。
日
常
生
活
に
お
け
る

見
守
り
や
災
害
時
に
お
け
る

助
け
合
い
な
ど
か
ら
も
、
社

会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

問　

地
域
の
つ
な
が
り
に
な

る
よ
う
な
活
動
に
対
し
て
助

成
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

地
町
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と

あ
る
が
、
現
在
は
支
援
す
る

基
金
は
な
い
。
今
後
、
研
究

す
る
。

問　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
対
策
と
し
て
の
取
り
組
み

は
。

答　

保
育
料
第
２
子
以
降
の

無
償
化
・
こ
ど
も
園
に
お
け

る
待
機
児
童
ゼ
ロ
・
Ｕ
ー
22

を
含
む
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
・
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
・
三
世
代
同
居
・
近
居

支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
令
和
５
年
度
か
ら
、
妊

娠
時
・
出
産
時
そ
れ
ぞ
れ
５

万
円
の
給
付
す
る
国
の
事
業

に
加
え
、
町
独
自
と
し
て
出

生
時
に
５
万
円
を
支
給
す
る

幼
児
・
子
育
て
応
援
事
業
が

あ
る
。

問　

三
世
代
同
居
・
近
居
支

援
事
業
は
Ｕ
タ
ー
ン
の
人
へ

の
支
援
で
あ
る
。
Ｉ
タ
ー
ン

の
人
へ
の
支
援
は
で
き
な
い

の
か
。

答　

新
た
に
助
成
範
囲
の
拡

充
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
が
、

財
源
的
な
課
題
が
あ
り
Ｕ
タ

ー
ン
の
人
と
転
出
抑
制
策
を

優
先
し
て
い
く
。

問　

か
な
ん
ぴ
あ
な
ど
の
多

く
の
住
民
が
集
う
場
所
に
、

フ
リ
ーW

i-F
i

の
設
置
は
で

き
な
い
の
か
。

答　

災
害
時
の
避
難
場
所
で

あ
る
施
設
へ
の
フ
リ
ー

W
i-Fi

の
設
置
は
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

問　

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
と
は
。

答　

農
業
が
持
つ
多
面
的
な

機
能
の
維
持
や
機
能
の
発
揮

を
図
る
た
め
の
地
域
の
共
同

活
動
を
支
援
し
、
地
域
資
源

の
適
切
な
保
全
管
理
を
推
進

す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
助

成
金
制
度
で
あ
る
。

問　

申
請
す
る
上
で
の
ハ
ー

ド
ル
と
、
町
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。

答　

毎
年
度
の
事
業
計
画
を

定
め
、
協
議
会
を
設
立
す
る

必
要
が
あ
る
。
支
援
と
し
て
、

計
画
の
作
成
や
交
付
申
請
の

事
務
処
理
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
。

共
助
に
つ
い
て

人
口
減
少
・
少
子

�

高
齢
化
に
つ
い
て

か
な
ん
ぴ
あ
の

�

サ
ー
ビ
ス
充
実

多
面
的
機
能
支
払

�

交
付
金
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

一
般
質
問
（
個
人
）

問 防災用品と備蓄品の管理実態は

答 備品台帳として紙べースで管理

力
武 

清 

議
員

問　

賞
味
期
限
が
も
う
け
て

あ
る
飲
料
水
な
ど
の
管
理
は
。

答　

備
品
台
帳
に
賞
味
期
限

を
記
載
し
、
備
蓄
品
の
箱
な

ど
に
も
期
限
が
分
か
る
よ
う

に
表
記
し
て
い
る
。
期
限
が

過
ぎ
た
飲
料
水
は
、
飲
み
水

に
使
わ
ず
食
器
洗
浄
な
ど
で

利
用
。
コ
ロ
ナ
禍
で
防
災
訓

練
の
中
止
で
期
限
が
過
ぎ
た

食
料
品
は
廃
棄
し
た
。

問　

各
地
区
で
備
蓄
し
て
い

る
も
の
の
把
握
は
。
ま
た
、

在
庫
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
す

べ
き
で
は
。

答　

備
蓄
の
把
握
は
出
来
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
、

今
後
、
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
非
難
情
報
や
受
援
物
資

の
管
理
な
ど
含
め
総
合
的
な

シ
ス
テ
ム
化
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　

少
人
数
学
級
の
取
り
組

み
は
。

答　

令
和
元
年
度
か
ら
小
学

校
６
年
生
の
35
人
学
級
を
独

自
に
や
っ
て
き
た
。
か
な
ん

桜
小
で
は
本
来
２
学
級
編
成

を
３
学
級
に
し
た
。

問　

質
の
高
い
教
育
推
進
の

必
要
不
可
欠
の
課
題
だ
が
、

小
人
数
学
級
の
意
義
は
。

答　

生
き
る
力
を
育
む
た
め

に
必
要
と
な
る
確
か
な
学
力

を
身
に
付
け
さ
せ
る
観
点
か

ら
、
個
に
応
じ
た
細
や
か
な

指
導
を
行
う
た
め
に
は
大
変

重
要
で
あ
る
。

問　

学
習
指
導
員
や
教
員
業

務
支
援
の
配
置
は
。

答　

配
慮
が
必
要
な
子
ど
も

の
支
援
お
よ
び
円
滑
な
学
校

運
営
を
行
う
目
的
に
子
ど
も

支
援
ス
タ
ッ
フ
を
小
・
中
学

校
に
配
置
し
て
い
る
。

問　

障
が
い
児
の
実
態
と
し

て
就
学
前
の
状
況
把
握
は
。

答　

小
学
校
入
学
前
に
健
康

診
断
を
実
施
し
支
援
な
ど
が

必
要
か
ど
う
か
事
前
相
談
や

面
談
を
行
っ
て
い
る
。

問　

小
・
中
学
校
で
の
実
態

は
。

答　

小
学
校
で
61
人
、
中
学

校
で
27
人
在
籍
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
授

業
で
支
援
児
に
対
す
る
授
業

は
。

答　

端
末
を
用
い
た
学
習
や

ソ
フ
ト
の
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
な
ど

活
用
し
た
こ
と
は
一
緒
に
や

っ
て
い
る
。

問　

保
育
士
の
残
業
の
実
態

▲�備蓄品の在庫管理をシステム化すべきでは。

と
代
替
職
員
の
確
保
は
。

答　

毎
月
管
理
職
が
確
認
し

把
握
し
て
い
る
、
勤
務
時
間

が
長
い
職
員
は
業
務
内
容
の

確
認
を
は
じ
め
改
善
策
な
ど

の
協
議
や
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ

て
い
る
。

問　

一
人
当
た
り
保
険
料
は
。

答　

令
和
４
年
度
７
万
５
７

９
８
円
で
平
成
30
年
度
よ
り

９
９
４
８
円
増
と
な
っ
て
い

る
。

問　

協
会
け
ん
ぽ
や
共
済
け

ん
ぽ
に
比
べ
保
険
料
が
高
い

問
題
は
。

答　

60
歳
以
上
の
被
保
険
者

が
50
％
を
占
め
医
療
を
受
け

る
可
能
性
の
高
い
世
代
の
割

合
が
多
く
、
離
職
さ
れ
所
得

の
低
い
世
帯
も
多
い
現
状
。

医
療
費
は
年
々
増
加
す
る
傾

向
に
な
っ
て
い
る
。
被
保
険

者
が
減
少
し
医
療
費
を
賄
う

人
数
が
減
少
す
る
と
保
険
料

が
高
く
な
る
構
造
と
な
っ
て

い
る
。

問　

ゼ
ロ
歳
か
ら
か
か
る
保

険
料（
均
等
割
り
）を
廃
止
し

て
保
険
料
を
少
し
で
も
安
く

す
べ
き
。

答　

所
得
割
り
の
み
で
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
保
険
料
額

は
変
わ
ら
な
い
。 ▲�質の高い教育の推進。少人数学級の�取り組みは。

子
育
て
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
で
住
民
の
声
を
行
政
に

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ム
を
活
用

問
答

佐々木希絵 議員

▲ビッグデータ活用で経済活動支援を。

問　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
で
、

住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
や

す
く
な
ら
な
い
か
。

答　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ム

（
電
子
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
）へ
誘
導
し
、
住
民
の
意

見
を
も
ら
う
入
り
口
と
し
て

活
用
し
た
い
。

問　

ソ
ウ
ル
市
で
は
、
エ
リ

ア
、
業
種
、
期
間
を
指
定
し

て
、
人
の
移
動
状
況
、
事
業

の
開
業
・
閉
業
な
ど
、
経
済

活
動
を
始
め
る
と
き
に
必
要

な
デ
ー
タ
が
簡
単
に
見
ら
れ

る
。
デ
ー
タ
活
用
と
中
小
企

業
診
断
士
へ
の
相
談
会
な
ど

を
開
催
し
て
、
経
済
活
動
を

支
援
し
て
は
。

答　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
公
開

は
開
か
れ
た
行
政
を
推
進
す

る
の
に
重
要
で
あ
る
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
中

小
企
業
診
断
士
の
よ
う
な
人

へ
の
相
談
体
制
が
構
築
で
き

る
か
研
究
す
る
。

問　

住
民
が
提
案
し
た
こ
と

を
実
現
す
る
た
め
の
住
民
予

算
の
導
入
を
。

答　

住
民
が
事
業
を
提
案
→

行
政
が
絞
り
込
ん
だ
具
体
的

な
事
業
案
を
作
成
→
住
民
投

票
で
決
定
と
い
う
流
れ
で
行

わ
れ
て
い
る
。
事
業
の
持
続

性
、
住
民
意
識
と
の
ズ
レ
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。

問　

認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
社
会
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
条
例
が
増
え
て
い
る
。
河

南
町
で
は
。

答　

他
自
治
体
で
制
定
さ
れ

た
内
容
を
み
る
と
、
行
政
、

住
民
、
諸
団
体
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
や
認
知
症
に
関

す
る
知
識
や
理
解
の
促
進
、

予
防
の
取
り
組
み
の
推
進
、

早
期
発
見
に
よ
る
支
援
を
定

め
る
基
本
的
理
念
の
条
例
で

あ
る
。
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

効
果
な
ど
を
研
究
す
る
。

問　

和
歌
山
県
御
坊
市
で
は

当
事
者
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
が
条
例
制
定
に
大
き
く

関
与
し
た
た
め
に
、
他
自
治

体
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

「
家
族
」の
文
言
が
使
わ
れ
な

か
っ
た
。
認
知
症
に
限
ら
す
、

ど
ん
な
事
業
で
も
当
事
者
へ

の
徹
底
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

必
須
で
あ
る
。
考
え
は
。

答　

当
事
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
条
例
制
定
に
つ
い
て

も
研
究
し
た
い
。

問　

「
第
４
次
河
南
町
地
球

温
暖
化
実
行
計
画
」
で
は
温

室
効
果
ガ
ス
を
50
％
削
減
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
で

経
済
活
動
を
活
発
に

温
室
効
果
ガ
ス
50
％

削
減
、
達
成
見
込
み
は

住
民
予
算
の
導
入
を

認
知
症
条
例
の
制
定
を

達
成
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

答　

第
三
次
計
画
で
は
４
・

５
％
削
減
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
。
第
４
次
計
画
で
は
取

り
組
み
を
加
速
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問　

第
三
次
計
画
と
大
差
が

な
い
計
画
で
あ
り
、
目
標
達

成
は
不
可
能
で
あ
る
。
中
身

が
伴
わ
な
い
計
画
を
お
金
を

か
け
て
作
っ
た
こ
と
は
遺
憾

で
あ
る
。

答　

計
画
遂
行
に
必
要
な
予

算
を
確
保
す
る
。
職
員
の
意

識
向
上
に
取
り
組
む
。

学校給食完全無償化

無償化に進む

▲�ＬＩＮＥからの誘導で住民の声を行政に。
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一
般
質
問
（
個
人
）

問 学校給食完全無償化

答 無償化に進む

葊
谷 

武 

議
員

問　

学
校
給
食
完
全
無
償
化

の
現
状
は
。

答　

令
和
２
年
度
、
３
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、

半
額
助
成
を
実
施
。
令
和
４

年
度
、
５
年
度
に
つ
い
て
は
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
、

教
育
子
育
て
基
金
を
活
用
し

て
全
額
助
成
を
実
施
す
る
。

問　

財
源
確
保
し
て
恒
久
的

に
、
学
校
給
食
完
全
無
償
化

を
実
現
で
き
る
の
か
。

答　

給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
目
標
に
向
か
っ
て

や
っ
て
行
く
。

問　

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

と
は
。

答　

住
民
が
各
種
手
続
き
を

行
う
時
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
受
付
シ
ス
テ
ム
に

通
せ
ば
申
請
書
を
書
か
ず
に

申
請
で
き
る
。
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
機
能
を
有
し

て
手
続
き
案
内
を
行
い
、
待

ち
時
間
を
短
縮
で
き
る
。
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
各
種
申

請
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き

る
。
申
請
内
容
に
よ
っ
て
は
、

来
庁
予
定
日
の
予
約
が
で
き

る
。「
書
か
な
い
、待
た
な
い
、

回
ら
な
い
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
住
民
に
優
し
い
窓
口
に

取
り
組
む
。

問　

住
民
皆
さ
ん
へ
の
利
便

性
は
。

答　

窓
口
で
の
受
付
時
間
の

短
縮
。
役
場
に
行
か
な
く
て

も
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
可

能
。
近
隣
市
町
村
の
図
書
館

が
、
バ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

一
枚
で
利
用
可
能
に
な
る
。

町
と
し
て
は
、
災
害
対
応
に

つ
い
て
も
Ｄ
Ｘ
は
当
然
使
え
、

Ｄ
Ｘ
は
、
ど
ん
ど
ん
進
化
し

て
い
く
。
そ
の
辺
り
も
踏
ま

え
て
研
究
し
て
行
く
。

問　

国
で
は
、
４
月
か
ら
こ

▲�学校給食の完全無償化は継続されるのか？

ど
も
家
庭
庁
が
設
置
さ
れ
た
。

町
の
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
の
現
状
と
今
後
は
。

答　

保
健
師
や
助
産
師
が
訪

問
す
る
。
こ
ん
に
ち
は
赤
ち

ゃ
ん
事
業
、
育
児
や
栄
養
相

談
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
を
行

う
。
妊
娠
期
か
ら
の
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
な
げ
、

伴
走
型
相
談
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
と
し
て
、
妊
娠
時
５

万
円
、
出
産
時
５
万
円
、
新

生
児
臨
時
交
付
金
10
万
円
。

さ
ら
に
医
療
保
険
か
ら
出
産

一
時
金
が
42
万
円
。
今
後
、

令
和
５
年
度
か
ら
、
医
療
保

険
か
ら
の
出
産
育
児
一
時
金

が
、
42
万
円
か
ら
50
万
円
に

増
額
さ
れ
、
ま
た
、
町
独
自

施
策
と
し
て
、
５
万
円
の
追

加
支
給
を
行
う
。
令
和
６
年

度
以
降
は
、
町
独
自
施
策
と

し
て
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
を
１
歳
児
ま
で
、
令
和

７
年
度
は
、
２
歳
児
ま
で
拡

充
し
合
計
15
万
円
の
給
付
を

検
討
す
る
。

▲�町の出産・子育てへの給付金。現状と�今後は。

恒
久
的
に
学
校
給
食

完
全
無
償
化
を

今
期
予
算
１
億
円
を

越
え
る
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

子
ど
も
予
算
が
倍
増
と

言
わ
れ
て
い
る
が
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一
般
質
問
（
個
人
）

大
切
な
住
民
の
生
命・財
産
を
ど
う
守
る
？

全
住
民
の
周
知
に
努
め
た
い
と
考
え
る

問
答

浅岡　正広 議員

▲�マイタイムラインを本格的に取り組む自治体が増えている
が、町では？

▲近年、町内で起こった犯罪件数は？

問　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
平
成

26
年
９
月
の
一
般
質
問
に
て

初
め
て
『
災
害
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
』
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
当
時
、
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
先
駆
者
と
も
い
え
る
米

国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の

実
例
と
と
も
に
、
本
町
に
お

い
て
の
取
り
組
み
の
重
要
性

に
つ
い
て
提
言
し
た
と
記
憶

す
る
。
そ
れ
か
ら
数
か
月
後
、

大
阪
府
で
も
よ
う
や
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
次
い
で
本
町
で

も
地
域
防
災
計
画
を
基
に
本

格
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
町
独
自
の
土

砂
災
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
進
捗
状
況
を
改
め
て
問
う
。

ま
た
、
災
害
時
に
用
い
ら
れ

る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
自

助
に
当
た
る
『
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
』い
わ
ゆ
る
各
家
庭
・

個
人
単
位
で
の
災
害
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
で
あ
る
が
、
府
内
で

も
本
格
的
に
取
り
組
む
自
治

体
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
本
町
の
捉
え
方
も
併

せ
て
問
う
。

答　

ま
ず『
土
砂
災
害
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
』は
、
災
害
が
差

し
迫
っ
た
際
防
災
関
係
機
関

の
行
動
計
画
を
時
系
列
で
ま

と
め
、
ま
た
、
行
動
計
画
を

５
段
階
に
分
け
る
な
ど
早
め

の
対
応
を
と
る
こ
と
に
よ
り

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
各
地
区
の
状
況

に
応
じ
た『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
』年
次
的
に

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

同
時
に
各
家
庭
単
位
で
取
り

組
ん
で
も
ら
う『
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
』に
つ
い
て
も
全

住
民
の
周
知
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

問　

連
日
の
よ
う
に
凶
悪
犯

罪
が
国
内
外
を
問
わ
ず
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
穏
や
か
さ
を

感
じ
さ
せ
る
本
町
で
は
あ
る

が
、
時
に
凶
悪
な
犯
罪
も
耳

に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
近
年
町
内
で
起
こ
っ
た

犯
罪
件
数
お
よ
び
内
容
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
犯
罪
に
対
し
て
、
こ
れ
ま

で
進
め
ら
れ
て
き
た
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
事
業
や
私
が
推
進

を
し
て
き
た
公
用
車
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
装
着
は
、

犯
罪
者
検
挙
に
繋
が
っ
て
い

る
の
か
併
せ
て
問
う
。

答　

近
年
の
町
内
に
お
け
る

犯
罪
件
数
お
よ
び
内
容
は
、

令
和
３
年
度
・
凶
悪
犯
２
件
、

粗
暴
犯
１
件
、
窃
盗
犯
36
件
、

知
能
犯
１
件
、
そ
の
他
の
刑

法
犯
７
件
で
合
計
47
件
。
令

和
４
年
度
は
、
窃
盗
犯
35
件
、

知
能
犯
３
件
、
そ
の
他
刑
法

犯
10
件
で
合
計
48
件
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
町
内
の
防

犯
カ
メ
ラ
は
、
２
４
０
台
が

稼
動
中
で
あ
り
、
公
用
車
へ

の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、

17
台
設
置
済
み
と
な
っ
て
い

る
。
府
警
が
公
表
す
る
本
町

の
犯
罪
認
知
件
数
で
平
成
27

年
度
は
、
１
２
７
件
で
あ
っ

た
も
の
が
、
令
和
４
年
度
で

は
48
件
と
半
数
以
下
と
な
り
、

防
犯
効
果
は
期
待
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。

え
っ
‼
河
南
町
で
も

殺
人
・
強
盗
⁉



13 河南町議会だより　2023. 6. 1　No.159

こ
れ
が
聞
き
た
い
ね
ん

こ
れ
が
聞
き
た
い
ね
ん

このページは、質問した議員の責任において作成したものです。

一
般
質
問
（
個
人
）

問 介護保険制度事業において

答 国へ要望していきたい

福
田 

太
郎 

議
員

問　

町
行
政
で
の
、
介
護
難

民
の
実
態
数
の
把
握
と
そ
の

予
防
策
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
。

答　

地
域
活
動
の
支
援
な
ど

で
の
介
護
、
認
知
症
予
防
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
国
の

動
向
な
ど
も
注
視
し
つ
つ
、

大
阪
府
町
村
長
会
を
通
じ
て
、

国
へ
要
望
し
て
い
く
。

問　

勤
務
先
企
業
に
理
解
と

協
力
を
求
め
る
た
め
の
河
南

町
版「
河
南
町
介
護
離
職
者

支
援
事
業
（
案
）
」
の
策
定
づ

く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
の
か
。

答　

介
護
離
職
を
防
ぐ
た
め

の
仕
事
と
介
護
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
介
護
保
険
制

度
で
の
介
護
休
暇
な
ど
の
周

知
に
努
め
、
介
護
と
仕
事
の

両
立
を
希
望
す
る
人
へ
の
家

族
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

要
支
援
者
１
・
２
や
要

介
護
者
１
・
２
の
人
た
ち
が
、

自
宅
に
お
い
て
、
安
全
に
安

心
し
て
安
住
に
暮
ら
せ
る
た

め
の
さ
ら
な
る
在
宅
介
護
支

援
事
業
へ
の
支
援
策
の
取
り

組
み
は
。

答　

今
年
度
か
ら
開
始
し
た

新
規
事
業
が
複
数
あ
り
、
そ

の
普
及
啓
発
に
努
め
、
よ
り

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

問　

今
後
も
、
新
規
就
農
者

を
積
極
的
に
増
や
す
た
め
、

若
い
世
代
に
よ
る
新
し
い
農

業
展
開
が
さ
ら
に
進
む
よ
う

な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答　

町
の
魅
力
的
な
農
産
物

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
す
る
な
ど
、
よ
り
効

果
的
な
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
農
業
振
興
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

我
が
町
の
農
産
物
の
さ

ら
な
る
生
産
体
制
の
向
上
と

農
業
事
業
生
産
者
の
発
展
と

促
進
に
向
け
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
方
策
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
圃ほ

場
整
備
の
横
展
開
や
ス
マ
ー

ト
農
業
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
稼
げ
る
農
業
、
魅
力
あ

る
農
産
物
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
農
業
振
興
に
努
め
て
い

き
た
い
。

問　

現
在
の
町
立
各
種
ス
ポ

ー
ツ
施
設（
総
合
体
育
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
野
球
場
、

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
の
運
営

は
、
今
で
も
町
直
営
で
施
設

を
運
営
し
て
い
る
が
、
指
定

管
理
者
事
務
委
託
の
導
入
に

向
け
て
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
の
か
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
は
、

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
公
民

連
携
の
手
法
の
一
つ
で
、
こ

の
制
度
の
導
入
は
、
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
第
一

に
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
、

現
有
の
施
設
機
能
を
、
中
・

長
期
的
に
維
持
・
管
理
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
順
次
、
修

繕
な
ど
を
進
め
て
く
。

▲�町立各種スポーツ施設の指定管理者事務�委託の導入を。

▲�農業の発展と促進に向けた取り組は？

地
域
農
業
の
現
状
と

農
作
物
生
産
に
お
い
て

町
立
各
種
ス
ポ
ー
ツ�

施
設
整
備
に
お
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

不
登
校
特
例
校
と
は

特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
校

問
答

中川　博 議員

▲住民の負担軽減のため、水道料金の�無償化を。

問　

町
の
不
登
校
の
現
状
に

つ
い
て
。

答　

令
和
３
年
度
、
小
学
校

９
人
、
中
学
校
８
人
の
計
17

人
で
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

問　

不
登
校
特
例
校
と
は
。

答　

文
科
大
臣
が
学
校
教
育

法
施
行
規
則
に
基
づ
き
、
不

登
校
児
童
生
徒
を
対
象
と
す

る
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成

し
て
、
教
育
を
実
施
す
る
学

校
。

問　

永
岡
大
臣
は
、
不
登
校

対
策
に
つ
い
て
22
年
度
内
を

目
途
に
、
実
施
す
る
と
述
べ

ら
れ
た
。
町
の
対
策
は
。

答　

い
じ
め
不
登
校
対
策
委

員
会
を
設
け
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
教
育
機
会
の
確

保
に
お
い
て
授
業
の
ラ
イ
ブ

発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　

今
年
度
の
出
生
数
は
。

答　

現
在
、
44
人
で
す
。

問　

注
目
さ
れ
て
い
る
明
石

市
は
、
毎
月
、
紙
お
む
つ
や

子
育
て
用
品
を
届
け
、
０
歳

児
見
守
り
訪
問
を
行
っ
て
い

る
が
、
町
の
伴
走
型
支
援
は
。

答　

出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
を
支
給
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
伴
走
型

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

町
の
高
齢
者
数
と
率
は
。

答　

令
和
４
年
12
月
現
在
、

４
９
５
２
人
、
33
％
で
す
。

問　

支
え
る
側
に
回
る
前
期

高
齢
者
対
策
は
。

答　

集
団
住
民
健
診
や
各
種

健
康
教
室
、
ロ
コ
モ
予
防
・

認
知
症
予
防
教
室
な
ど
。

問　

Ｕ- 

22
は
、
現
物
給
付

で
は
な
く
償
還
払
い
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
。

答　

転
出
、
転
入
が
多
い
と

想
定
し
返
還
事
務
の
労
力
を

考
え
た
。

問　

若
者
の
健
全
な
育
成
に

寄
与
す
る
目
的
で
あ
る
の
に
、

仮
に
先
に
治
療
費
を
払
う
こ

と
が
で
き
な
く
て
病
院
に
行

く
の
を
た
め
ら
う
事
に
な
れ

ば
本
末
転
倒
で
あ
る
。

答　

申
請
方
法
で
Ｄ
Ｘ
な
ど

活
用
し
、
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
は
検
討
し
た
い
。

問　

①
厚
労
省
の
コ
ラ
ム
に

ワ
ク
チ
ン
の
必
要
性
が
掲
載
。

②
日
本
環
境
感
染
学
会
ワ
ク

チ
ン
委
員
会
の
医
療
関
係
者

へ
の
ガ
イ
ド
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
推
奨
。
③
名
古
屋
市
、

静
岡
県
藤
枝
市
、
北
海
道
今

金
町
な
ど
50
以
上
の
自
治
体

で
助
成
。
④
厚
労
省
か
ら
薬

事
承
認
で
安
全
性
基
準
は
確

保
さ
れ
て
い
る
と
の
回
答
。

⑤
東
京
都
が
助
成
開
始
、
広

域
自
治
体
で
の
助
成
。
そ
の

上
、
過
半
数
の
議
員
が
要
望

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
導
入
を
。

答　

副
反
応
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、

国
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
、

医
師
会
の
意
見
を
聞
き
、
検

討
す
る
。

問　

住
民
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
水
道
料
金
の
無
償
化
の

取
り
組
み
を
。

答　

財
源
的
な
課
題
も
あ
り
、

物
価
の
状
況
に
応
じ
て
検
討

す
る
。

問　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
決
定
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

今
後
の
対
策
と
し
て
、

検
討
す
る
。�

少
子
高
齢
化

�

対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
と

�

Ｕ-

22
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

�

助
成
に
つ
い
て

水
道
料
金
の

�

減
免
に
つ
い
て

バス停へのサンシェード・ベンチの設置は ▶�

不
登
校
特
例
校
と
は
。（
図
は
、
日
本
の
不
登
校
特
例
校
。）
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一
般
質
問
（
個
人
）

問 バス停へのサンシェード・ベンチの設置は

答 万代のバス停においても協議を進めている

髙
田 

伸
也 

議
員

問　

新
型
バ
ス
の
披
露
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
は
。

答　

試
乗
会
な
ど
の
企
画
も

検
討
中
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
実
施
に
際
し
て
は
、

大
阪
芸
術
大
学
と
も
連
携
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。

問　

新
し
く
な
っ
た
東
山
芸

大
前
バ
ス
停
へ
の
街
灯
の
設

置
と
万
代
の
バ
ス
停
へ
の
サ

ン
シ
ェ
ー
ド
・
ベ
ン
チ
の
設

置
の
進
捗
は
。

答　

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
東

山
バ
ス
停
へ
の
街
灯
も
検
討

す
る
。
ま
た
、
万
代
の
バ
ス

停
に
お
い
て
も
、
設
置
に
向

け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　

利
用
客
の
少
な
い
、
や

ま
な
み
タ
ク
シ
ー
や
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
ラ

ク
チ
ン
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
に

替
わ
る
新
た
な
取
り
組
み
の

検
討
は
。

答　

提
言
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー

乗
り
放
題
の
移
動
サ
ー
ビ
ス

「
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
」や
、
山
口
県
阿

武
町
の
地
域
の
住
民
に
よ
る

デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
も
情
報

収
集
に
努
め
る
。
ラ
ク
チ
ン

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
は
、
介
護

認
定
さ
れ
た
人
を
対
象
と
し

て
お
り
利
用
者
も
少
な
い
。

令
和
５
年
度
か
ら
町
外
の
病

院
な
ど
へ
の
運
行
が
可
能
と

な
る
た
め
利
用
者
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
。

問　

「
か
な
ん
ベ
ン
チ
ャ
ー

サ
ポ
ー
ト
」
の
サ
ポ
ー
ト
内

容
は
。

答　

町
内
に
お
い
て
創
業
さ

れ
る
人
に
対
し
、
経
費
の
一

部（
１
件
あ
た
り
10
万
円
を

上
限
）を
補
助
す
る
予
定
。

問　

夜
桜
見
物
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
や
屋
台
な
ど
の
催
し
の

企
画
な
ど
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
近
つ
飛
鳥
風
土
記
の
丘
」
や

「
弘
川
寺
」な
ど
の
活
用
を
。

答　

町
を
知
っ
て
、
来
て
い

た
だ
け
る
観
光
資
源
の
１
つ

と
し
て
、
施
設
管
理
者
で
あ

る
府
に
要
望
す
る
。

問　

全
国
１
７
８
の
自
治
体

で
導
入
さ
れ
て
い
る「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
活
用
し
た
空

き
家
管
理
の
取
り
組
み
の
検

討
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

▲�賑やかさが薄れ空き家が目立つ商店街。新
規出店や起業家へのサポートを。

品
と
し
て
、
遠
方
に
住
む
人

が
、
空
き
家
の
点
検
や
、
空

き
家
・
空
き
地
の
草
刈
り
代

行
な
ど
、
空
き
家
管
理
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
取
り
組
み
の

内
容
や
実
施
自
治
体
の
状
況

に
つ
い
て
も
調
査
し
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
、
隣
の
空
き

家
か
ら
伸
び
て
き
た
庭
木
な

ど
の
強
制
伐
採
は
困
難
で
あ

っ
た
が
、「
令
和
５
年
４
月

以
降
、
警
告
書
発
行
の
数
週

間
後
か
ら
強
制
伐
採
が
可

能
」
と
の
情
報
が
あ
る
。
そ

の
内
容
は
。

答　

民
法
が
改
正
さ
れ
、
令

和
５
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
。「
越
境
し
た
枝
を
自
ら

切
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
実

行
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

が
あ
る
た
め
、
事
前
の
確
認

が
必
要
で
あ
る
。

問　

町
立
小
・
中
学
校
で
の

防
犯
体
制
は
。

答　

各
学
校
の
門
に
は
、
電

子
ロ
ッ
ク
お
よ
び
防
犯
カ
メ

ラ
、
校
内
に
は
さ
す
ま
た
を

設
置
し
、
不
審
者
な
ど
の
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

不
審
者
対
応
避
難
訓
練
や
講

習
会
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

▲�「ふるさと納税」を活用した空き家管理の�取り組
みの検討を。

教
育
現
場
の

�

課
題
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

町
の
賑
わ
い
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て



河南町議会では一般質問の動画をホームページで配信しています
河南町ホームページ：http://www.town.kanan.osaka.jp/（議会情報）

編
集
後
記

編
集
後
記

　

今
号
で
は
、
５
年
度
の
町
の
施
策
で
、

新
た
な
事
業
や
継
続
す
る
事
業
に
つ
い
て

抜
粋
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
継
続
し
て
し
っ
か
り
と
ま
ち

づ
く
り
が
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
住
み
良
い
ま
ち
に
な

る
よ
う
、
議
会
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
新
車
両
が
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。
お
年
寄
り
や
体
の
不
自

由
な
人
に
も
や
さ
し
く
、
便
利
な
機
能
も

た
く
さ
ん
あ
り
、
や
っ
ぱ
り
、「
新
し
い
」

っ
て
、
い
い
も
の
で
す
ね
。
皆
さ
ん
一

度
、
ぜ
ひ
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
議
会
だ
よ

り
と
同
時
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
ぜ
ひ
お
答
え
く
だ

さ
い
。 定例会議の日程定例会議の日程

　令和５年６月定例会議を、
次の日程（予定）で開催します。
６月６日　開会
６月７・８日　常任委員会
６月21・22日　一般質問
６月23日　閉会
※日程は、変更になる場合が
ありますので、問い合わせは
議会事務局へ。

議員表彰議員表彰

スマホアプリ「マチイロ」で、議会だよりを配信しています。

電車やバスなどの通勤・通学時間や、ちょっとした空き時間に、

読んでいただけます。

　 議会だよりを
　　アプリでも
読んでいただけます

※アプリは無料ですが、アプリのダウンロードや受信に通信料が発生する場合があります。

町
議
会
議
員
が

町
議
会
議
員
が

救
援
金

救
援
金

会
派
研
修

会
派
研
修

会
派
研
修

会
派
研
修

《
ト
ル
コ
とシリ

ア
を
支
援
》

　

２
月
に
ト
ル
コ
南
部

の
シ
リ
ア
国
境
近
く
で

発
生
し
た
大
地
震
で
、

た
く
さ
ん
の
被
災
者
が

出
て
い
る
、
ト
ル
コ
と

シ
リ
ア
へ
、
災
害
へ
の

救
援
・
救
護
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
、
町

議
会
議
員
10
人
が
救
援

金（
10
万
円
）を
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
送

り
ま
し
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
の
会
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
の
視
察
・
研
修
の
た
め
、
大
韓
民
国

の
ソ
ウ
ル
市
へ
行
き
ま
し
た
。

　

市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
有
効
な
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
今
後
進
む

自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
活
用
で
き
る
よ
う
に
学

び
ま
し
た
。

　

自
民
・
夢
・
希
望
と
公
明
党
の
会
派

合
同
で
、
大
東
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業（
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
大

東
）の
視
察
・
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

電
気
料
金
高
騰
や
地
球
温
暖
化
の
問

題
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
大
東
市

が
実
践
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

地
産
地
消
モ
デ
ル
を
町
で
も
実
現
可
能

な
の
か
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

課
題
が
具
体
的
に
な
っ
た
こ
と
で
、

今
か
ら
で
き
る
事
を
改
め
て
進
め
て
い

き
た
い
と
参
加
議
員
で
決
意
し
ま
し
た
。

全国町村議会議長会
自治功労者表彰

◯２７年以上の部　福田 太郎 議員

大阪府町村議長会
永年在職議会議員表彰

◯２２年以上の部　力武 清 議員
◯１０年以上の部　佐々木 希絵 議員

◀�
写
真
・
右
か
ら
、
佐
々
木
議
員
、�

福
田
議
員
、
力
武
議
員
。


